
高松市「ゼロカーボンシティ」宣言 
 

 

気候変動問題は、私たち一人一人、この星に生きる全ての生き物にとって

避けることのできない、喫緊の課題です。近年、全国各地で台風の巨大化や

集中豪雨等による災害、猛暑など、私たちを取り巻く環境は変化し、生命や財

産を脅かす「気候危機」と言われる状況です。 

 

２０１５年に合意されたパリ協定では、「産業革命からの平均気温上昇を

２℃未満とし、１．５℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有さ

れましたが、２０１８年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関する政府間パ

ネル）の特別報告書では、「気温上昇を２度よりリスクの低い１．５度に抑える

ためには、２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」

と示されております。 

 

地方創生ＳＤＧｓの実現などの持続可能なまちづくりに取り組んでいる本市

は、温暖な気候に恵まれ、災害が比較的少なく暮らしやすい高松を、未来を

生きる次世代に引き継いでいくため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出

量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、市民や事業者の皆

様と共に、総力を挙げて取り組むことを宣言します。 
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